大阪府条例第　　　号

大阪府議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
大阪府議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和三十一年大阪府条例第二十一号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	

	（費用弁償）

第五条　府議会議員が公務のため府の区域外の地域（府に隣接する府県の区域内において規程で定める地域を除く。）に旅行したとき（大阪府議会会議規則（平成三年大阪府議会規則第一号）第七十二条の規定による委員の派遣を除く。）は、費用弁償を支給する。
２　知事及び副知事の給料、手当及び旅費に関する条例(昭和二十二年大阪府条例第十八号)第七条の規定は、前項の費用弁償の額について準用する。ただし、内国旅行の場合の鉄道賃及び船賃並びに外国旅行の場合の船賃、航空賃及び日当に関する規定については、この限りでない。
３　外国旅行の場合の船賃の額は、次の各号に規定する旅客運賃（はしけ賃及び桟橋賃を含む。）及び寝台料金（これらのものに対する通行税を含む。）による。
一　乗船に要する旅客運賃
二　公務上の必要により別に寝台料金を必要とした場合には、前号に規定する旅客運賃のほか、現に支払った寝台料金

４　外国旅行の場合の航空賃の額は、次の各号に規定する旅客運賃による。
　一　旅客運賃の等級を二以上の階級に区分する航空路による旅行の場合には、最下級の旅客運賃
　二　旅客運賃の等級を設けない航空路による旅行の場合には、航空機の利用に要する旅客運賃
５　外国旅行の場合の日当は、支給しない。
	（費用弁償）

第五条　府議会議員が公務のため府の区域外の地域（府に隣接する府県の区域内において規程で定める地域を除く。）に旅行したときは、費用弁償を支給する。
２　知事及び副知事の給料、手当及び旅費に関する条例（昭和二十二年大阪府条例第十八号）第七条の規定は、前項の費用弁償の額について準用する。


	
	


附　則
　この条例は、公布の日から施行する。
PAGE  

